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2022年（令和4年）8月　王寺町議会だより　第142号 本会議トピックス

【令和４年第２回（６月）定例会】
会　期　令和４年６月７日～１７日（１１日間）

専決処分事項の報告（４件）・繰越明許費繰越計算書（１件）・
表彰同意（１件）・補正予算（１件）・条例改正（２件）・
契約議決（４件）・意見書（１件）　　　　　　　　　【計１４件】

　

地
方
税
法
改
正
に
よ
り
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲

覧
や
証
明
書
の
交
付
に
よ

り
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
の
住

所
が
第
三
者
に
漏
れ
な
い
よ

う
、
住
所
削
除
等
の
措
置

を
講
じ
て
証
明
書
の
交
付

等
が
可
能
な
こ
と
を
明
確

化
、
ま
た
税
額
が
増
加
す
る

商
業
地
に
係
る
固
定
資
産

税
の
負
担
調
整
措
置
と
し

て
、
令
和
４
年
度
に
限
り
土

地
の
課
税
標
準
額
の
上
昇

幅
を
評
価
額
の
２
．５
％（
現

行
５
％
）
と
す
る
な
ど
改
正

を
行
っ
た
も
の
。

　

地
方
税
法
改
正
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税

限
度
額
の
改
正
を
行
っ
た
も

の

 

・
医
療
保
険
分
の
限
度
額

63
万
円 

➡ 

65
万
円

 

・
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の

　

限
度
額

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
３
千
６
９
４

万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
１
１
３
億
７
千
94
万
６
千

円
と
す
る
も
の

〔
補
正
内
容
〕

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
４
回
目
接
種
体
制

の
確
保
に
要
す
る
経
費

（
５
月
10
日
に
専
決
処
分
）

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

【
提
出
者
】

幡
野 

美
智
子　

議
員

※
意
見
書
（
７
ペ
ー
ジ
）

　

事
後
審
査
型
条
件
付
一
般

競
争
入
札
の
結
果
、
村
本
建

設
株
式
会
社
奈
良
本
店
が

落
札
し
、
13
億
９
千
７
０
０

万
円
（
消
費
税
込
み
）
で
契

約
す
る
も
の

　

事
後
審
査
型
条
件
付
一
般

競
争
入
札
の
結
果
、
株
式
会

社
楠
本
工
務
店
王
寺
営
業
所

が
落
札
し
、
６
千
４
万
９
千

円
（
消
費
税
込
み
）
で
契
約

す
る
も
の

　

指
名
競
争
入
札
の
結
果
、

大
鉄
工
業
株
式
会
社
奈
良

営
業
所
が
落
札
し
、
７
千
３

４
８
万
円
（
消
費
税
込
み
）

で
契
約
す
る
も
の

　

事
後
審
査
型
条
件
付
一
般

競
争
入
札
の
結
果
、
株
式
会

社
中
和
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
落
札
し
、
１
億
３
千
９

１
５
万
円
（
消
費
税
込
み
）

で
契
約
す
る
も
の

　

事
業
の
進
捗
状
況
に
よ
り

繰
越
し
た
事
業

　

地
方
税
法
改
正
に
よ
り
、

税
額
が
増
加
す
る
商
業
地

に
係
る
固
定
資
産
税
の
負
担

調
整
措
置
と
し
て
、
令
和
４

年
度
に
限
り
土
地
の
課
税
標

準
額
の
上
昇
幅
を
評
価
額
の

２
．
５
％
（
現
行
５
％
）
と

す
る
。
ま
た
特
定
都
市
河
川

浸
水
被
害
対
策
法
に
規
定

す
る
貯
留
機
能
保
全
区
域
の

指
定
を
受
け
た
土
地（
現
在
、

王
寺
町
で
は
該
当
な
し
）
に

つ
い
て
、
新
た
に
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
た
年
度
か
ら

３
年
度
間
は
、
課
税
標
準
を

３
／
４
に
軽
減
す
る
な
ど
改

正
を
行
っ
た
も
の
。

　

王
寺
町
表
彰
条
例
に
基

づ
き
、
地
方
自
治
や
社
会
福

祉
等
の
分
野
に
お
い
て
、
貢

献
さ
れ
た
方
々
（
９
名
）
を

表
彰
す
る
こ
と
に
同
意
す
る

も
の

王
寺
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

【
承
　
認
】

王
寺
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

【
承
　
認
】

令
和
４
年
度
王
寺
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て

【
承
　
認
】

「
再
審
法（
刑
事
訴
訟
法

の
再
審
規
定
）」の
改
正

を
求
め
る
意
見
書
に
つ

い
て

【
原
案
可
決
】

王
寺
北
義
務
教
育
学
校

二
次
造
成
工
事
等
の
請

負
契
約
に
つ
い
て

【
可
　
決
】

王
寺
ア
リ
ー
ナ
屋
上
防

水
・
外
壁
改
修
工
事
の

請
負
契
約
に
つ
い
て

【
可
　
決
】

久
度
大
橋
修
繕
工
事
の

請
負
契
約
に
つ
い
て

【
可
　
決
】

王
寺
町
文
化
福
祉
セ
ン

タ
ー
屋
上
防
水
・
外
壁

改
修
工
事
の
請
負
契
約

に
つ
い
て

【
可
　
決
】

令
和
３
年
度
王
寺
町
一
般

会
計
予
算
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

【
報
告
受
理
】

王
寺
町
都
市
計
画
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　【
承
　
認
】

王
寺
町
功
労
者
表
彰
の
同

意
に
つ
い
て

【
同
　
意
】

予
算
繰
越

表
彰
同
意

委
員
会
付
託
案
件

専
決
処
分
事
項
の
報
告

契
約
議
決

契
約
議
決

意

見

書

6月
定例会

本
会
議（
６
月
７
日
）

本
会
議（
６
月
17
日
）

※全案件について、「全会一致」で原案可決・承認・同意しました。

議　案　名 結　果

（報第５号）	 【専決処分事項の報告】　王寺町税条例の一部を改正する条例について

原案承認
（報第６号）	 【　　　　〃　　　　】　王寺町都市計画税条例の一部を改正する条例について

（報第７号）	 【　　　　〃　　　　】　王寺町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

（報第８号）	 【　　　　〃　　　　】　令和４年度王寺町一般会計補正予算（第１号）について

（報第９号）	 【予算繰越】　令和３年度王寺町一般会計予算繰越明許費繰越計算書について 報告受理

（議第２９号）	 【表彰同意】　王寺町功労者表彰の同意について 原案同意

（議第３０号）	 【補正予算】　令和４年度王寺町一般会計補正予算（第２号）について

原案可決

（議第３１号）	 【条例改正】　王寺町個人情報保護条例の一部を改正する条例について

（議第３２号）	 【　  〃  　】　王寺町税条例等の一部を改正する条例について

（議第３３号）	 【契約議決】　久度大橋修繕工事の請負契約について

（議第３４号）	 【　  〃  　】　王寺北義務教育学校二次造成工事等の請負契約について

（議第３５号）	 【　  〃  　】　王寺町文化福祉センター屋上防水・外壁改修工事の請負契約について

（議第３６号）	 【  　〃  　】　王寺アリーナ屋上防水・外壁改修工事の請負契約について

（発議第７号）	【意  見  書】　「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の改正を求める意見書について

【第 2 回定例会】議決結果（6 月７日・１7日）

〔
繰
越
額
合
計
〕

２
億
５
千
２
２
２
万
７
千
円

〔
繰
越
し
た
事
業
〕

●
男
女
共
同
参
画
事
業
●

転
出
・
転
入
手
続
き
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
シ
ス
テ
ム
改
修
事

業
●
住
民
税
非
課
税
世
帯

等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付

金
事
業
●
農
地
現
地
調
査
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
事
業
●
テ

レ
ワ
ー
ク
施
設
整
備
事
業
者

支
援
事
業
●
葛
下
内
水
対

策
貯
留
池
整
備
事
業
●
大

規
模
盛
土
造
成
宅
地
第
二
次

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
計
画
策
定

事
業
●
王
寺
町
立
幼
稚
園
通

園
バ
ス
購
入
事
業

〔
被
表
彰
者
〕

〇
池
田
　
太 

一
　 

氏

（
青
少
年
指
導
委
員
、
消

防
団
員
歴
）

〇
稲
本
　
雅
世
　
氏

（
民
生
児
童
委
員
歴
）

〇
榎
　
秀 

一 

　
氏

（
自
治
会
長
、
農
政
協
力

員
歴
）

〇
大
西
　
い
つ
子
　
氏

（
人
権
擁
護
委
員
、
保
健

衛
生
指
導
委
員
歴
）

〇
小
山
　
郁
子
　
氏

（
議
会
議
員
歴
）

〇
巽
　
彰
　
氏

（
教
育
委
員
、
自
治
会
長
、

人
権
擁
護
委
員
歴
）

〇
土
谷
　
一 

夫
　
氏

（
農
業
委
員
、
農
政
協
力

員
、
消
防
団
員
歴
）

〇
中
込
　
充
子
　
氏

（
民
生
児
童
委
員
歴
）

〇
森
村
　
美
智
代
　
氏

（
民
生
児
童
委
員
歴
）

19
万
円 

➡ 

20
万
円

 （
３
月
31
日
に
専
決
処
分
）

〔
施
行
日
〕

令
和
４
年
４
月
１
日

●
王
寺
町
個
人
情
報
保
護

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●
王
寺
町
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例



45

2022年（令和4年）8月　王寺町議会だより　第142号 委員会 のうごき

総
務
文
教
6
月
10
日　
補
正
予
算
・
条
例
改
正
を
審
査
・
各
種
報
告
受
理

　歳入歳出予算の総額にそれぞれ、３億２，３２１万円を追加し、総額を１１６億９，４１５万６千円とするもの 
【歳入の主なもの】

・町債〔王寺南義務教育学校整備事業債〕（＋１億３，５００万円）
・国庫支出金〔新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金〕（＋８，６５６万５千円）
・繰入金〔公共施設整備基金〕（＋４，５００万円）　など

【歳出の主なもの】
・王寺南義務教育学校トイレ改修工事（＋1 億８，０００万円）
・水道事業会計繰出金（＋４，２００万円）…水道料金（基本料金）４か月分を減免
・子育て世帯への生活支援給付金事業（＋４，１００万円）
・住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業（＋２,８５８万５千円）
・低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金（＋１，６０２万５千円）　など

【現状と改修内容】
　建築後、約４０年が経過し、老朽化が進んでいるため、令和３年度で実施した建物劣化診断調査の結果に基づき、
屋上防水・外壁の改修工事を行う

【主な改修内容】
・屋上防水改修（屋根部アスファルト防水の施工、設備配管の塗装、屋上トップライトの撤去、処分、交換）
・外壁改修（吹付タイル部の撤去及び再塗装、外壁タイルの張替え、各種シーリング材の打替え）

【工事スケジュール】
　令和４年８月～令和５年３月　※工事による休館はしない

【現　状】
　町営舟戸プール（築３８年）は、コロナ禍による２年間の休止を経て、令和４年夏季の再開に向け施設内点検を行っ
た結果、老朽化による不良箇所が多くみられ、ろ過設備を中心に約３千万円程度の改修費用が必要であることが判明

【休止と代替事業】
・改修が夏季営業に間に合わないことから、今年度は町営舟戸プールは休止とする
・代替として広陵町、大和郡山市にある「県営ファミリープール」について利用料金の助成を行う
　（利用者負担　大人４００円、小人２００円　※ 差額は町負担）

・ 「三郷町ウォーターパーク」は王寺町の６年生以下とその同伴者が利用できる
　（令和４年は三郷・平群・王寺限定営業　※利用券は王寺アリーナ・いずみスクエアで販売）

【防災行動支援システム】
・令和２年９月に株式会社建設技術研究所と「防災力向上に向けた研究開発に係る連携協定」を締結
・王寺町がモデル自治体として、共同してシステムの開発を行う（システム導入に係る町の負担は無）
・令和４年度中のシステム構築に向け取り組み中

【災害対策業務】
・令和２年度に設置した葛下川堤防の土のう破損箇所を補修
・役場職員による土のう作製等の訓練が行われ、約１，８００個作製

【現状と改修内容】
　建築後、約３２年が経過し老朽化が進んでいるため、令和３年度で実施した建物劣化診断調査の結果に基づき、
屋上防水・外壁の改修工事を行う

【主な改修内容】
・屋上防水改修（ドームステンレス屋根フッ素樹脂塗料塗替え、屋上改質アスファルト防水）
・外壁改修（打放し部分の下地調整及び塗装、外壁タイルの張替え、各種シーリング材の打替え）

【工事スケジュール】
　令和４年８月～令和５年３月　※工事による休館はしない

【趣　旨】
　デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律により､関係３法が、個人情報の保
護に関する法律に統合する改正が行われたことに伴い ､本条例の一部を改正するもの

【改正内容】
・「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」の規定を引用している箇所を、「個人

情報保護に関する法律」に改正
【施行日】公布の日

【趣　旨】
　地方税法等の一部改正に伴うもの

【主な内容を抜粋】
・住宅借入金等特別税額控除の適用期限の延長 

　　➡居住要件を令和３年１２月３１日から令和７年１２月３１日まで４年延長
【施行日】令和５年１月１日

・上場株式等の配当所得等に係る課税方式の一致
　　➡現行制度では、所得税と個人住民税で異なる課税方式の選択が可能であるが、公平性の観

点から所得税と個人住民税の課税方式を一致させるもの
【施行日】令和６年１月１日（令和６年度分以後の個人住民税について適用）

【事業概要】
　内閣府の交付金を活用し、リーベル王寺西館１階の空き店舗（旧南都銀行跡）を活用して、テレワー
ク施設を誘致する事業。公募型プロポーザル方式により補助対象候補者を選定

【選定結果】
・補助対象候補者　株式会社ウィズオノウェア

【提案概要】
・テレワーク施設「（仮称）Ｏ

オ ー テ ラ ス

-ｔｅｒｒａｃｅ」の整備
〇個室ブース　〇会議室　〇カフェスペース　〇コミュニティラジオ放送局　など

【今後のスケジュール】
・令和４年７月～　現地工事開始予定
・　〃　１０月頃　テレワーク施設開設予定

【補正予算】

【条例改正】

【報告事項】

令和４年度王寺町一般会計補正予算（第２号）について
王寺町文化福祉センター屋上防水・外壁改修工事

町営プール休止に伴う代替事業

防災行動支援システムの導入及び災害対策業務の完了

王寺アリーナ屋上防水・外壁改修工事

王寺町個人情報保護条例の一部を改正する条例について

王寺町税条例等の一部を改正する条例について

王寺町テレワーク施設開設支援事業　補助対象候補者の選定結果について

【全会一致　可決】
（６月１７日の本会議で契約議決）

（６月１７日の本会議で契約議決）

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

インターネット上で共有するシステムのため、場所を選ばず使用すること
ができる

廃止が進む県内の市・町営プールの状況や、県営及び三郷町ウォータ―パー
クの利用状況を参考にしながら、今後の在り方について検討を進める

災害対策本部が移動した際、システムは使えるのか？

来年度以降、夏季プールの営業は？
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環
境
６
月
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各
種
報
告
受
理

【報告事項】

・元町２丁目地内配水管改良工事〔仮設〕〔本設〕１工区
➡５月２５日入札（指名競争入札）仮設工事は昭和空調設備、本設工事は千葉水道工業所㈱

が落札、進捗率１０％
・元町２丁目地内配水管改良工事〔仮設〕〔本設〕２工区

➡５月２５日入札（指名競争入札）仮設工事は植田水道工業所、本設工事は㈱吉川設備王寺
営業所が落札、進捗率１０％

・久度３丁目地内配水管改良工事
➡下期発注予定

・王寺２丁目地内配水管改良工事
➡下期発注予定

・前田橋架け替え工事に伴う配水管仮設工事 ( 葛下１丁目、葛下２丁目 )
➡５月２５日入札（指名競争入札）㈱大角水道設備工業所が落札、進捗率１０％

・葛下２丁目地内配水管改良工事（その１）（その２）
➡上期発注予定

・葛下３丁目地内配水管移設工事
➡上期発注予定

　奈良県広域水道企業団設立準備協議会が開催され、奈良県広域水道企業団設立準備協議会
規約の一部改正、県域水道一体化論点検討部会の新設、意思決定プロセス等の検討に関する部
会の新設、今後のスケジュールについての報告があった

【自治会要望（土木工事）の内訳】
町内５３自治会のうち、２６自治会から提出

道路新設改良工事（１件）、舗装新設改良工事（８件）、道路維持修繕工事（１２件）、水路新設改
良工事（２件）、水路維持修繕工事（２８件）、以上、計５１件

※計画の主な内容は令和４年５月２０日発行の「議会だより第１４１号１４ページ」をご参照ください
【パブリックコメントの結果】
・６名より提出 ➡ 意見が既に推進会議で議論した内容であったため、計画に変更なし

【今後の予定】
・今後策定される「駅南エリアのまちづくり計画」と併せて１つの計画とした後、県と共同で「まちづ

くり基本計画」を策定する

令和４年度王寺町上水道事業の進捗

県域水道一体化について

令和４年度町内要望土木工事

王寺駅周辺地区（駅北エリア）まちづくり基本計画の策定

「再審法 （刑事訴訟法の再審規定）」の改正を求める意見書
　再審は、無辜が救済される最後の砦です。罪を犯していない人が、犯罪者として法による制裁を受ける、冤罪。そ
れは人生を破壊し、人格を否定すると同時に、法制度自体の正当性を失わせるものです。冤罪はあってはならないと、
誰しも認めることでありながら後を絶ちません。
　２０１０年、足利事件に始まり、布川事件、東電ＯＬ事件から、２０１６年の東住吉事件にいたるまで、無期という重
罰事件の再審無罪が続き、２０１９年に松橋事件、２０２０年には湖東記念病院人工呼吸器事件でも再審無罪を勝ち
取りました。また、２０１４年には、袴田巖さんが４７年ぶりに死刑囚監房から解放されるという歴史的な出来事があり
ました。
　しかし、これら事件で再審開始が認められて無罪となる過程では、つねに検察による甚大な妨害が立ちはだかって
いました。
　その大きな壁の一つは、検察が捜査で集めた証拠を隠蔽し、証拠を開示しないことです。再審請求では、無実を
主張する請求人と弁護側から、新規・明白な無罪証拠を提出することが求められます。ところが、証拠のほとんどは
強制捜査権を持つ警察・検察の手にあるだけでなく、当事者主義の名の下に、それらは開示する義務はないとされ、
しばしば無罪証拠が隠されたまま、有罪が確定する事例が後を絶ちません。事件から６１年をむかえた名張毒ぶどう
酒事件は、２年前、新たに証拠が開示されました。事件が起きた懇親会の参加者の事件直後の供述調書です。１７
年前に請求した時には存在していないと回答した証拠が今回は、見つかったというものです。１７年前とは再審開始決
定が出された年です。この時にこの証拠を出していれば、奥西勝さんが生きている間に無罪が確定していたかもしれ
ません。通常審では、公判前整理手続きを通じて、不十分ながらも一定の要件で証拠開示が制度化されました。し
かし再審における証拠開示には、何一つルールがありません。その結果、証拠が開示されるか否かは裁判官の個別
判断や検察官の任意に委ねられることとなり、法の下の平等原則さえも踏みにじられています。
　次に大きな壁は、再審開始決定に対する検察による不服申立（上訴）が許されていることです。袴田事件は、検察
の即時抗告によって再審開始決定が取り消され、一昨年１２月には、最高裁がその決定を取り消し、審理を東京高裁
へ差し戻すなど、無用に長期化しています。名張毒ぶどう酒事件の奥西勝さんにいたっては、１９６４年一審無罪判決、
２００５年再審開始決定を得ながら、検察の控訴、異議申立てにより、冤罪を晴らせないまま８９歳で無念の獄死を
とげられました。公益の代表者という検察官の法的地位からしても、裁判所の決定に逆らい、悲劇を繰り返すことには、
法的な制限を加える必要があるのは明白です。
　このように、再審における①証拠開示制度の確立②検察官の上訴制限が、無辜の救済のための焦眉の課題です。
それに加えて、大崎事件の最高裁の不当決定や布川国賠訴訟判決によって③再審における手続きの整備の必要性が
強く求められています。
　現行の刑訴法の再審の規定は、日本国憲法第３９条を受けて不利益再審の規定を削除しただけで、大正時代の旧
刑訴法のままです。現行の再審規定のルーツである職権主義のドイツでもすでに、５０年以上前に再審開始決定に対
する検察上訴を禁上しています。
　無辜の者を誤った裁判から迅速に救済するために、いまこそ再審法 （刑事訴訟法の再審規定）の改正を行うことを
強く求めます。
一 再審における警察・検察手持ち証拠の全面開示。
二 再審開始決定に対する検察の不服申立て（上訴）の禁止。
三 再審手続きの整備。

以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出します。

　令和４年６月１７日
王寺町議会

内閣総理大臣　岸田文雄　殿
法務大臣　　　古川禎久　殿

■本会議において、下記の意見書の提出が可決されました。意 見 書

国が推進する事業で、車中心から人中心の空間生成を支援するもの。
イベント時に歩行者天国としての活用や道路占用許可省略等が可能

令和７年の事業開始に向け、遅れが出ないよう進められる

ウォーカブル推進事業とは、どのような事業か？

新たな部会の設立により、全体スケジュールに支障が生じないか？
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教
育
総
務
部
長　

ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ

い
て
は
、
２
学
期
中
旬
に

児
童
生
徒
、
保
護
者
、
教

開
校
後
の
課
題
の
改

善
に
向
け
教
職
員
と

児
童
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
、
ま
た
通
学
路
に

つ
い
て
、
次
の
４
点
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。
①
ニ

チ
ア
ス
前
の
歩
道
に
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
設
置
②
葛
下
川

土
堤
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設

王
寺
北
義
務
教
育
学
校
開
校
に
あ
た
り

今
後
の
課
題
や
改
善
に
つ
い
て

南
元
町
の
オ
リ
ー
ブ

畑
の
愛
称
が
「
ま
ほ

ろ
ば
オ
リ
ー
ブ
園
」
に
決

ま
り
、
ま
た
広
報
紙
に
オ

リ
ー
ブ
畑
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
掲
載
し
た
こ
と
に
よ
り
、

住
民
の
皆
様
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
浸
透
し
て
い
る
が
、

よ
り
多
く
の
住
民
の
皆
様

王
寺
町
オ
リ
ー
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

町
を
挙
げ
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
、
町
の

ブ
ラ
ン
ド
化
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

　

学
校
運
営
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く

地
域
整
備
部
参
事

①
町
内
の
ヤ
マ
ト

フ
ァ
ー
ム
㈱
の
代
表
者
が
地

元
王
寺
町
で
新
た
な
特
産

品
を
生
み
出
そ
う
と
私
有

地
に
オ
リ
ー
ブ
を
植
え
た

と
こ
ろ
、
順
調
に
生
育
し
た

こ
と
か
ら
、
町
有
地
南
元

町
法
面
を
オ
リ
ー
ブ
畑
と

し
て
活
用
し
た
い
と
の
申
し

出
が
あ
っ
た
。
町
有
地
法
面

の
清
掃
、
草
刈
、
美
観
形

成
等
の
維
持
管
理
を
事
業

者
が
無
償
実
施
す
る
等
の

条
件
が
合
意
に
至
り
、
町

有
地
管
理
委
託
に
関
す
る

協
定
を
締
結
。
事
業
者
が

オ
リ
ー
ブ
を
植
樹
し
、
現
在

の
オ
リ
ー
ブ
総
植
樹
数
は

町
内
全
体
で
約
１
千
３
百

本
で
あ
る
。
②
王
寺
町
、
ヤ

マ
ト
フ
ァ
ー
ム
㈱
、
大
阪
産

業
大
学
の
三
者
で
本
町
に

お
け
る
オ
リ
ー
ブ
に
係
る

一 般 質 問

置
③
和
歌
山
線
舟
戸
踏
切

か
ら
ア
リ
ー
ナ
間
の
車
両

通
行
の
時
間
制
限
④
学
校

か
ら
健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
方

向
の
歩
道
に
街
灯
設
置

職
員
を
対
象
に
行
う
予
定
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
精
査

し
、
令
和
５
年
度
に
向
け
て

予
算
化
を
行
う
な
ど
対
応

す
る
。
通
学
路
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
は
、
①
昨
年
の

通
学
路
合
同
点
検
の
結
果
、

県
は
設
置
し
な
い
旨
の
回

答
で
あ
っ
た
が
、
今
後
も
継

事
業
の
連
携
協
定
を
締
結

し
、
三
者
が
協
力
し
て
Ｐ
Ｒ

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
奈

良
女
子
大
学
と
の
連
携
協

定
締
結
に
向
け
て
調
整
中
。

大
学
と
連
携
し
て
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
の
成
分
分
析
や

オ
リ
ー
ブ
を
活
用
し
た
レ

シ
ピ
等
の
商
品
開
発
等
を

進
め
て
い
く
。
③
今
年
度
の

オ
リ
ー
ブ
の
果
実
収
穫
量

は
約
２
ト
ン
が
見
込
ま
れ

る
。
10
年
後
に
は
、
本
年

度
の
約
10
倍
の
量
が
収
穫

で
き
る
試
算
で
あ
る
。
栽

開
校
し
て
２
か
月
が

経
過
し
た
北
・
南
義

務
教
育
学
校
の
状
況
に
つ

い
て
、
次
の
３
点
を
伺
う
。

①
通
学
路
の
状
況
②
幼
稚

園
を
含
む
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
運
営
状
況
③
残
工

事
の
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
王
寺
（
北
・
南
）
義
務
教
育
学
校
の

開
校
後
に
つ
い
て

環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
と
と
も
に
様
々
な

課
題
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る

教
育
長
　
①
開
校
前

よ
り
、
課
題
箇
所
の

対
策
（
交
通
規
制
、
信
号

機
・
横
断
歩
道
の
設
置
等
）

を
実
施
し
、
通
学
路
と
し

て
最
終
決
定
し
た
。
現
在
、

地
域
ぐ
る
み
や
学
校
見
守

り
隊
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、
大

き
な
問
題
も
な
く
順
調
に

登
下
校
が
行
わ
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
学
校
・
保
護
者

等
か
ら
通
学
路
の
危
険
箇

所
等
に
関
す
る
意
見
を
７

月
末
ま
で
に
集
約
し
、
道

路
管
理
者
や
警
察
等
の
関

係
機
関
と
合
同
点
検
を
実

施
し
た
う
え
で
安
全
対
策

を
講
じ
て
い
く
。
②
新
た

な
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

運
営
は
調
理
・
配
送
業
務

に
豊
富
な
技
術
、
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
つ
㈱
東
洋
食
品
に

委
託
し
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

へ
の
対
応
を
含
め
、
安
全

安
心
な
給
食
を
提
供
し
て

い
る
。
特
に
幼
稚
園
給
食

の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
食

材
の
大
き
さ
や
味
付
け
等

の
調
理
方
法
を
工
夫
す
る

こ
と
に
よ
り
、
発
達
に
応
じ

た
給
食
の
提
供
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
食
育
の
充
実
に

（質問議員　５名）

令和４年第２回定例会
（令和４年６月８日）

一般質問要旨

９月５日（月）
	９時15分	 議会運営委員会
	９時30分	 議場コンサート
	10時00分	 本会議（議事上程等）
９月６日（火）
	９時30分	 本会議（一般質問）
９月８日（木）・９日（金）
	９時30分	 決算特別委員会
９月12日（月）
	９時30分	 総務文教常任委員会
９月13日（火）
	９時30分	 くらし環境常任委員会
９月20日（火）
 	9時30分	 議会運営委員会
	10時00分	 本会議

場所：役場３階　議場
受付：議場前で受付し入場してください。
場所：役場３階　協議会室
受付：協議会室前で受付してください。
（開始５分前までに受付を済ませてください。）

議会を傍聴しませんか
（令和４年第３回定例会の予定）

各委員会

本会議

　議員が本会議で町の一般事務や将来に対する方
針などについて質問することです。
　本紙では、質問及び答弁の要旨
を掲載いたします。なお、右記のＱ
Ｒコード読み取りアクセスいただき
ますと、一般質問の録画映像を視
聴することができます。

～～  一 般 質 問  ～～

※変更の場合は、王寺町公式サイトでお知らせいたします。

〔新型コロナウイルス感染症対策〕
①傍聴の際は、手指消毒、マスク着用、検温にご協力願います。
（体調がすぐれない時は傍聴をお控え願います。）

②傍聴席の制限を行っています。
（本会議１０名以内・各委員会５名以内）

③本会議については、インターネット中継を積極的にご活
用下さい。

－－－－－－－－－－－　傍聴について －－－－－－－－－－－－

つ
い
て
は
、
子
ど
も
達
が
実

際
の
調
理
作
業
等
を
見
て
、

知
る
こ
と
が
で
き
る
取
組

を
企
画
し
て
い
る
。
さ
ら
に

保
護
者
給
食
会
を
開
催
し
、

ご
意
見
も
伺
い
、
更
な
る

安
全
安
心
な
給
食
の
提
供

に
つ
な
げ
て
い
く
。
③
北
義

務
教
育
学
校
は
、
７
月
中

旬
か
ら
２
次
造
成
工
事
等

に
着
手
予
定
。
今
年
度
中

に
旧
王
寺
中
学
校
の
校
舎

等
を
解
体
し
、
来
年
度
か

ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
拡
張
す

る
工
事
等
を
行
い
、
令
和
６

王
寺
駅
前
移
転
に
つ

い
て
、
次
の
２
点
を

伺
う
。
①
県
の
検
討
状
況

②
立
地
等
の
条
件
や
費
用

負
担
は
適
切
か
。

町
長　

①
県
で
は
移

転
に
関
し
、
医
療
機

能
や
整
備
手
法
、
費
用
検

討
等
が
行
わ
れ
、
間
も
な

く
検
討
結
果
が
報
告
さ
れ

る
。
ま
た
知
事
は
県
議
会
に

お
い
て
「
王
寺
駅
南
側
を
移

転
候
補
地
」
と
答
弁
し
て
い

培
収
穫
に
つ
い
て
は
、
ヤ
マ

ト
フ
ァ
ー
ム
㈱
と
町
内
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ポ
エ
ム
が
連
携
。
障

害
者
雇
用
の
創
出
が
期
待

で
き
る
。
ま
た
、
今
年
度
は
、

地
域
経
済
循
環
創
造
事
業

交
付
金
を
財
源
と
し
て
、
ヤ

マ
ト
フ
ァ
ー
ム
㈱
が
搾
油
機

の
購
入
、
搾
油
作
業
所
の

整
備
を
実
施
。
さ
ら
に
、
オ

リ
ー
ブ
ジ
ャ
パ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
へ
の
出
展
、
オ
リ
ー
ブ
収

穫
祭
開
催
等
を
通
じ
て
町

の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
。

幡野 美智子 議員
（日本共産党）

西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
の

移
転
に
つ
い
て

る
。
②
町
と
し
て
は
、
西
和

医
療
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に

よ
る
再
整
備
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
原
則
と
し
て
、
地
元
負

担
な
し
と
考
え
て
い
る
。
王

寺
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り

基
本
構
想
を
具
体
化
す
る

に
あ
た
り
、
こ
の
地
域
が
浸

水
想
定
区
域
に
該
当
す
る

こ
と
か
ら
、
英
知
を
集
結
し

早
期
に
見
極
め
、
駅
前
広
場

の
再
整
備
な
ど
駅
南
側
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
も
併
せ
持
ち
な
が

ら
議
論
を
進
め
て
い
く
。

北村 達夫 議員
（無所属）

若林 かずみ 議員
（無所属）

へ
の
周
知
と
町
の
活
性
化

の
た
め
、
次
の
３
点
を
質

問
す
る
。
①
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
す
る
に
至
っ
た

経
緯
②
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
産
官
学
の
関
わ
り
と
こ

れ
ま
で
の
取
組
③
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
今
後
の
展
望

続
し
て
設
置
の
要
望
を
行

う
。
②
車
両
通
行
も
な
く
、

道
路
幅
員
も
十
分
で
あ
り
、

危
険
性
は
少
な
い
こ
と
か

ら
、設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

③
現
在
の
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

に
対
す
る
警
察
の
取
締
り

の
強
化
等
に
よ
り
安
全
確

保
す
る
た
め
、
新
た
な
時

間
制
限
は
考
え
て
い
な
い
。

④
冬
場
の
部
活
動
等
の
下

校
時
間
を
調
整
す
る
と
と

も
に
、
今
後
、
地
元
自
治

会
と
も
相
談
し
た
う
え
必

要
性
を
見
極
め
判
断
す
る
。

年
２
月
末
の
工
事
完
了
を

予
定
。
南
義
務
教
育
学
校

は
太
子
学
舎
、
畠
田
学
舎

と
も
令
和
５
年
度
の
工
事

と
し
て
実
施
す
る
予
定
を

し
て
い
た
ト
イ
レ
改
修
を

１
年
前
倒
し
し
て
、
令
和
４

年
度
中
の
完
成
を
目
指
す
。

太
子
学
舎
中
庭
（
通
称
プ

リ
ン
山
）
の
改
修
に
つ
い
て

も
令
和
５
年
８
月
末
に
、
畠

田
学
舎
の
交
流
セ
ン
タ
ー

棟
の
改
修
に
つ
い
て
も
１
年

前
倒
し
し
て
令
和
５
年
度

中
の
完
成
を
目
指
す
。
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子
ど
も
の
視
力
低
下

は
以
前
よ
り
そ
の
傾

向
が
見
ら
れ
る
が
、
学
校

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
（
一
人
一
台
端

末
環
境
下
）
に
よ
り
一
層

悪
く
な
ら
な
い
よ
う
、
最

新
の
医
学
的
見
地
に
基
づ

い
た
対
応
が
大
切
で
あ
る
。

昨
年
４
月
、
眼
科
医
ら
専

子
ど
も
の
目
の
健
康
に
つ
い
て

健
診
に
よ
る
早
期
発
見
・
治
療
、
正
し
い
知
識
の

共
有
等
、
目
の
健
康
を
守
る
取
組
を
行
っ
て
い
る

教
育
委
員
会
理
事

子
ど
も
の
視
力
低
下

は
、
国
の
公
表
デ
ー
タ
に

お
い
て
も
増
加
傾
向
で
憂

慮
し
て
い
る
。
王
寺
町
で
は

子
ど
も
の
目
の
健
康
を
守

る
た
め
、
以
下
の
３
点
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
①
健
診
に

よ
る
早
期
発
見
・
早
期
治

療
：
予
防
改
善
に
は
早
い
段

階
で
の
取
組
み
が
有
効
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
３
歳
６
か

月
健
診
に
お
い
て
、
家
庭
で

の
視
力
検
査
と
問
診
等
の

結
果
を
踏
ま
え
、
医
師
の

診
察
・
総
合
判
断
で
要
精

密
検
査
と
な
っ
た
場
合
は
、

眼
科
で
詳
し
い
検
査
を
受

け
て
い
た
だ
く
。
ま
た
、
今

年
度
よ
り
検
査
精
度
を
高

め
る
た
め
、
乱
視
等
の
屈

折
異
常
を
調
べ
る
機
器
を

門
家
の
意
見
を
聞
く
懇
談

会
で
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

端
末
を
活
用
す
る
こ
と
等

に
つ
い
て
、
学
校
の
み
な
ら

ず
家
庭
と
も
し
っ
か
り
連

携
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
本
町
の
子
ど
も
達

の
目
の
健
康
に
つ
い
て
ど
の

一 般 質 問

現
時
点
に
お
け
る
取

組
状
況
に
つ
い
て
、

次
の
３
点
を
伺
う
。
①
児

童
発
達
支
援
の
充
実
②
就

労
支
援
の
充
実
③
親
亡
き

後
を
見
据
え
た
地
域
生
活

の
支
援

第
６
期
王
寺
町
障
害
福
祉
計
画
に
掲
げ
る

重
点
課
題
へ
の
取
組
状
況
に
つ
い
て

状
況
を
見
据
え
、
事
業
所
等
と

　
　

連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る

導
入
。
②
正
し
い
知
識
の
共

有
：
保
護
者
に
対
し
、
３
歳

６
か
月
児
健
診
の
視
力
検

査
は
、
視
力
の
発
達
の
遅

れ
等
を
早
期
に
発
見
す
る

大
切
な
機
会
と
周
知
。
学

校
で
は
、
低
学
年
に
お
い

て
運
動
や
睡
眠
の
大
切
さ
、

部
屋
の
明
る
さ
の
調
節
等
、

視
力
に
関
し
て
学
習
し
て

い
る
。
高
学
年
で
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
用
す
る
際
に
椅
子

の
高
さ
や
画
面
の
位
置
を

調
整
す
る
等
の
対
処
方
法

住
民
福
祉
部
長　

①

障
害
児
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
増
加
を
受
け
、
令
和

５
年
度
末
ま
で
に
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
西
和

７
町
内
に
１
か
所
以
上
設

置
す
る
こ
と
を
成
果
目
標

と
し
、
事
業
所
と
候
補
地

に
つ
い
て
協
議
を
進
め
た
。

し
か
し
要
件
を
満
た
す
適

地
が
無
か
っ
た
た
め
、
令

和
４
年
度
以
降
は
事
業
所

に
要
件
の
見
直
し
を
求
め

つ
つ
、
引
き
続
き
協
議
を
行

う
。
尚
、
王
寺
北
小
学
校

跡
地
へ
の
セ
ン
タ
ー
設
置
の

可
否
も
検
討
す
る
。
②
第

６
期
計
画
で
は
障
害
者
支

援
事
業
所
と
連
携
し
た
障

害
者
の
生
活
支
援
や
就
労

楠本 勝 議員
（無所属）

よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い

る
か
を
伺
う
。

小山 郁子 議員
（日本共産党）

支
援
の
推
進
を
定
め
て
い

る
。
昨
年
度
、
福
祉
施
設

か
ら
一
般
就
労
さ
れ
た
方
は

４
人
で
令
和
元
年
度
の
２

倍
に
当
た
り
、
計
画
に
対

し
目
標
達
成
率
は
50
％
で

は
あ
る
が
、
就
労
者
数
は

伸
び
て
い
る
。
令
和
４
年

度
以
降
も
、
本
人
の
意
向

や
適
性
に
応
じ
た
就
労
支

援
を
行
う
。
ま
た
農
福
連

携
の
取
組
で
は
、
町
内
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ポ
エ
ム
と
ヤ
マ
ト

フ
ァ
ー
ム
㈱
が
連
携
し
、
障

害
者
に
よ
る
オ
リ
ー
ブ
苗

木
の
水
や
り
や
肥
料
を
蒔

く
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

今
後
は
オ
リ
ー
ブ
栽
培
地

の
除
草
や
実
の
収
穫
作
業

等
、
取
組
拡
大
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
③
高
齢
化
等
に

よ
り
障
害
の
あ
る
子
を
支

え
き
れ
な
く
な
る
「
親
亡

き
後
」
を
見
据
え
、
令
和

５
年
度
末
ま
で
に
地
域
生

活
支
援
拠
点
を
西
和
７
町

内
に
確
保
す
る
こ
と
を
成

果
目
標
と
し
、
事
業
所
と

協
議
を
進
め
た
。
し
か
し

優
先
的
に
確
保
す
べ
き
機

能
と
し
た
「
緊
急
時
の
受

入
れ
」
に
つ
い
て
は
、
既
存

施
設
が
入
所
者
だ
け
で
満

床
と
な
る
た
め
、
事
業
所

に
新
た
な
場
所
で
の
開
設

の
検
討
を
お
願
い
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
令
和
４

年
度
以
降
は
、
緊
急
時
の

受
入
れ
ス
ペ
ー
ス
が
併
設

可
能
で
、
国
や
県
で
定
め

ら
れ
た
基
準
に
も
適
合
す

る
空
き
家
等
の
物
件
情
報

を
事
業
所
に
提
供
す
る
。

〔1〕下記のとおり検索してアクセスする方法
検 索 　王寺町議会　➡　王寺町議会/王寺町　
➡ 本会議インターネット中継

〔２〕右記のＱＲコードからアクセスする方法
※〔１〕〔２〕によりアクセスすると、王寺町公式サイトの町議会のページ

から外部サイトにリンクします。

視 聴 方 法

王寺町議会の本会議を　いつでも　どこでも
スマホ・タブレット・パソコンで
視聴できます！

議会インターネット中継配信中！！

※過去の中継（令和3年９月以降の本会議）も録画配信しています
ので、是非ご覧ください。

まちなみウォッチング

　西大和学園中学と高校の鉄道研究部が制作した
「昭和30年から40年頃の王寺駅とその周辺」を再
現したジオラマが、地域交流センター（リーベル王
寺東館５階）で展示されています。
　ジオラマの奥には町の移り変わりを記したプロ
ジェクションマッピングも設置されています。

に
つ
い
て
学
習
し
て
い
る
。

③
視
力
低
下
を
防
ぐ
た
め

の
行
動
：
生
ま
れ
た
時
か
ら

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
囲
ま

れ
た
生
活
を
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
学
校
で
の
指
導

（
目
と
画
面
の
距
離
を
30‌

cm

以
上
離
す
等
）
や
、
保
護

者
と
連
携
を
図
る
た
め
「
保

健
だ
よ
り
」
を
発
行
し
啓

発
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
子
ど
も
自
身
が
生
活

を
改
善
す
る
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。



令和4年第2回(6月）定例会の開会に先立ち、議場コンサートを開催しました。
議場コンサートは町民皆様に音楽を通じて、議場への親しみや町議会に興味を持っていただくとともに、

町内で活躍されている音楽家に演奏の機会を提供するため、昨年度より開催しています。
4回目となる今回は、王寺町文化協会大正琴部のお三方による演奏をお届けしました。

第４回 2022.6.7

議場コンサート
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■
令
和
4
年
8
月
１9
日
発
行

この用紙は再生紙を使用しています。
環境負荷が少ない植物油インキを使用
しています。

奈良県町村議会議長会
副会長就任報告

議員自主勉強会

　王寺町議会では、議
会議員の能力向上を図
るため、定期的に勉強
会を開催しています。
　講師は議員の中から
互選し、情報共有を行
いながら、自己研鑽に
努めています。

　5月20日、奈
良県町村議会
議長会役員会
が開催され、中
川議 長が、会
長職務代理副
会長に選任さ
れました。

６
月

７
日
～
17
日　

   

第
２
回
定
例
会

17
日	

議
会
広
報
編
集
委
員
会

23
日	

議
員
自
主
勉
強
会

28
日	

例
月
出
納
検
査

７
月

１
日	

県
町
村
議
会
議
長
会
研
修

	

（
監
査
委
員
研
修
）

６
日	

議
会
広
報
編
集
委
員
会

７
日	

県
町
村
議
会
議
長
会
研
修

	

（
正
副
議
長
研
修
）

11
日	

北
葛
城
・
生
駒
郡
各
町
議
長
に
よ
る

奈
良
県
知
事
訪
問

14
日	

王
寺
周
辺
広
域
市
町
村
圏
議
長
会

25
日	

例
月
出
納
検
査

県
町
村
議
会
議
長
会
研
修（

人
権
研
修
）

中川 義弘 議長

◆
議
会
の
お
も
な
動
き
◆


